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1. 2021年3月期第1四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第1四半期 1,588 △18.0 △101 ― △88 ― △58 ―

2020年3月期第1四半期 1,935 9.3 23 ― 39 ― 30 ―

（注）包括利益 2021年3月期第1四半期　　116百万円 （―％） 2020年3月期第1四半期　　△1百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第1四半期 △7.08 ―

2020年3月期第1四半期 3.71 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第1四半期 11,366 9,433 83.0

2020年3月期 11,655 9,505 81.6

（参考）自己資本 2021年3月期第1四半期 9,432百万円 2020年3月期 9,505百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 0.00 ― 23.00 23.00

2021年3月期 ―

2021年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　2021年３月期の配当予想につきましては、現時点では未定としております。今後、業績予想の開示が可能となった段階で速やかに開示いたします。

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

　2021年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国内外経済が極めて厳しい状況にあり、先行きが不透明な中、
当社グループの事業への影響が予測できないため、現時点において合理的に算定することが困難であることから、未定としております。今後、業績への影
響を慎重に見極め、業績予想の算定が可能となった段階で速やかに開示いたします。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期1Q 9,900,000 株 2020年3月期 9,900,000 株

② 期末自己株式数 2021年3月期1Q 1,625,153 株 2020年3月期 1,625,153 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期1Q 8,274,847 株 2020年3月期1Q 8,245,227 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　2021年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、現時点において合理的に算定することが困難であることから、

未定としております。今後、業績予想の算定が可能となった段階で速やかに開示いたします。詳細については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関

する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

  当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、世界規模での新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受けた経済活動の急激な停滞を背景に、企業収益や外出自粛等による個人消費の減少、加えて各

国・地域で外出・出入国制限や営業・生産活動の停止などの感染拡大防止の緊急措置を講じたことで、

輸出が大幅に減少するなど、極めて厳しい状況が続いております。 

   また、海外経済においても、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行の影響により、景気が急減速

し、極めて厳しい状況にあり、先行きは不透明感が強いまま推移しております。 

   一方、当社グループが属する電気計測器業界においては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受

け、製造業における工場の操業一時休止、サプライチェーンの混乱及び物流の停滞、さらに世界的な需

要の減少により、極めて厳しい状況にありました。 

  このような状況の中、当社グループは、従業員並びに関係者の皆様の安全確保のための新型コロナウ

イルス感染症拡大防止対策を講じつつ、重点市場である航空宇宙、電池、自動車のＣＡＳＥ(コネクテ

ィッド、自動運転、シェアリング、電動化)、サーバー・ＩＣＴ(情報通信技術)関連市場へ顧客ニーズ

に合わせたソリューション提案営業を積極的に展開するためのオンライン商談等を進めてまいりまし

たが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、取引先の設備投資の凍結、先送り等により大変厳

しいものとなりました。 

   この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、15億８千８百万円(前年同期比18.0％減)となりま

した。 

   損益面におきましては、原価低減と経費節減に努力を重ねてまいりましたが、売上高の減収に伴う売

上総利益の減少の影響が大きく、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い営業活動が制限されたことによ

り出張費等の販売費及び一般管理費が減少したものの、営業損失１億１百万円(前年同期は２千３百万

円の営業利益)、経常損失８千８百万円(前年同期は３千９百万円の経常利益)、親会社株主に帰属する四

半期純損失５千８百万円(前年同期は３千万円の親会社株主に帰属する四半期純利益)となりました。 

   当社グループは、電気計測器等の製造、販売を行っているものであり、セグメントは単一であります。

したがいまして、セグメントごとに経営成績の状況は開示しておりません。 

 なお、当社グループにおける営業品目の製品群別売上の概況は、次のとおりであります。 

 《電子計測器群》 

  電子計測器群では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、航空機用電子機器の測定器は低調

に推移いたしました。また、安全関連試験機器は、耐電圧・絶縁抵抗試験用として電池関連市場に動き

がありましたが、製造業における工場の操業一時休止等経済活動の停滞により需要が減少し、低調に推

移いたしました。 

 以上の結果、売上高は２億８千９百万円(前年同期比 29.3％減)となりました。 

 《電源機器群》 

  電源機器群では、直流電源は、宇宙産業市場、半導体関連市場への評価試験や装置駆動用電源として

動きがありました。交流電源は、車載関連市場、ＩＣＴ関連市場及び冷凍空調市場への評価試験や製造

設備用として動きがありました。電子負荷装置は、車載関連市場及び電子部品市場への評価試験用とし

て動きがありました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、製造業における工

場の操業一時休止等経済活動の停滞により需要が減少し、全般的に低調に推移いたしました。 

 以上の結果、売上高は 12億３千６百万円(前年同期比 14.8％減)となりました。 
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  《サービス・部品等》 

    サービス・部品等につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、製造業における工

場の操業一時休止等経済活動の停滞により製品の修理依頼が減少し、低調に推移いたしました。 

       当該サービス・部品等の売上高は、６千２百万円(前年同期比 16.7％減)となりました。 

 

      上記に含まれる海外市場の売上の概況は以下のとおりであります。 

 

 《海外市場》 

       米国では、宇宙産業市場への直流電源が好調に推移いたしましたが、経済活動の急激な停滞の影響に

より低調に推移いたしました。 

    欧州では、経済活動の急激な停滞の影響により低調に推移いたしました。 

       アジアにおいては、中国では新型コロナウイルス感染症拡大や米中貿易摩擦の影響があったものの、

電池関連市場への安全関連試験機器、サーバー・ＩＣＴ関連市場への直流電源や交流電源が好調に推移

いたしましたが、韓国及び東南アジアにおいては経済活動の急激な停滞の影響により低調に推移いたし

ました。 

 以上の結果、海外売上高は５億８千５百万円(前年同期比13.7％減)となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

    当第１四半期連結会計期間における総資産は、商品及び製品、原材料及び貯蔵品の増加等によるたな

卸資産の増加並びに投資有価証券の期末時価の上昇等により増加したものの、受取手形及び売掛金の回

収等により、前連結会計年度末に比べ２億８千９百万円減少し、113億６千６百万円となりました。 

    負債は、投資有価証券の期末時価の上昇により繰延税金負債が増加したものの、未払法人税等の納税

並びに賞与及び役員賞与の支給等による賞与引当金及び役員賞与引当金の減少等により、前連結会計年

度末に比べ２億１千６百万円減少し、19億３千３百万円となりました。 

       純資産は、投資有価証券の期末時価の上昇によりその他有価証券評価差額金が増加したものの、配当

の実施による剰余金の減少及び親会社株主に帰属する四半期純損失の計上等より、前連結会計年度末に

比べ７千２百万円減少し、94億３千３百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国内外の経済が一

段と減速する可能性があり、当社グループを取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続くものと

推測しております。 

このような状況のもと、当社グループは、グローバルビジネス及びソリューションビジネスの拡大に

取り組むべく、航空宇宙、電池、自動車のＣＡＳＥ関連、サーバー・ＩＣＴの４つの市場を重点市場と

して、国内においては、顧客ニーズに合わせたソリューション営業の積極的展開、海外においてはＷｅ

ｂマーケティングを活用したプレゼンス向上を進めてまいります。また、従来の営業スタイルにとらわ

れることなくスマート営業化を図ると共にマーケティングの強化及びユーザーリレーションの強化を

図ってまいります。 

また、国際競争力のある製品開発及びお客様の課題解決に役立つ製品開発を進めると共に原価低減に

も努めてまいります。 

当社グループは、これらの取り組みを進めてまいりますが、当期の業績予想につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響により、国内外経済が極めて厳しい状況にあり、先行きが不透明な中、

当社グループの事業への影響が予測できないため、現時点において合理的に算定することが困難である

ことから、未定としております。今後、業績への影響を慎重に見極め、業績予想の算定が可能となった

段階で速やかに開示いたします。 
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 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

     当第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日） 

     該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

    税金費用の計算 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当

該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性に欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

   該当事項はありません。 

 

   (追加情報) 

     新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて 

      新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、急激な経済活動の縮小及びこれに伴う経済環境の

悪化が発生しております。当感染症拡大は、経済や企業活動に広範な影響を与える事象であり、当

感染症の収束時期やその影響の程度を合理的に予測することは現時点では困難なことから、当社グ

ループでは外部の情報源に基づく情報等を踏まえて、当連結会計年度中は当該影響が継続し、その

後緩やかに回復するとの仮定のもと、繰延税金資産の回収可能性等にかかる会計上の見積りを行っ

ており、前連結会計年度末の仮定について、重要な変更は行っておりません。 

           なお、新型コロナウイルス感染症の脅威は、一旦、感染が収束したとしても、再び感染が広がる

可能性も指摘されており、世界経済の本格的回復までには、長期間を要することも予想され、今後、

事態が長期化した場合、世界的な経済活動の停滞に伴い売上高が減少する等、上記仮定に変化が生

じた場合には、将来の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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